
龍神 
 阿曽は鉢伏山の裾が海まで迫っている傾斜のきつい土地になっている。 
 西浦の半島と岡崎山を浮べた敦賀湾の風景はいつ見ても飽きがなく田圃の仕事の 
 一休みにこの景色を眺めていると疲れがすぐとれてしまう心地がする。 
 のどかなある日、沖にかかった雲が空一面に拡がりやがて大粒の雨が降り出した。 
 人々はあわてて小屋に飛び込み雨具をつけて出ようとしたが雨はますます強く降り出し 
 仕事どころではなくなった。匆々に田圃へ入る水をせき止めに行ったが川の水は溢れて 
 川も道も一緒になって手の施しようもなく家に帰ったが雨は天と地を結んだ糸のように 
 稲光りと雷も加わって泥水は家の中へも入りだした。 
 やがて人々が騒ぎだし右往左往している内に鉢伏山の山肌がくずれていくつもの大石 
 や大木と共に水煙を上げて大波が村をめがけて押し寄せてきた。 
 これを見た村人はお寺や神社へ逃げ込んで助かったものの、村の大半の家は押し流され 
 潰されて逃げ遅れた者もあって屋根にすがって助けを求めながら流されていった。 
 この時これを助けるかのように鉢伏山の谷間あたりから凄い目を光らせた龍が現れ 
 泥波に乗って海に入って行き岡崎の蛇の穴へ入ったという。 
 山に千年、海に千年住むという龍神は雨の神様で夏の日照りが続いて雨が降ってほしい 
 時、阿曽から種の水を汲んで岡崎の蛇の穴へ注ぎ「雨乞い」をすると必ず雨を降らせて 
 くれるといわれている。 

「郷土誌 阿曽」より抜粋 


